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明日から冬休みです。この休み中は楽しい行事等が
たくさんあって生活リズムがくずれがちになります。
食事や健康に気をつけ、良い年を迎えましょう。

工・∴・∴・十・二・‥・十‥’●■：・・、二、●∴∴‘・、‘

脚闇等闇恐喝筍囁脚曾

料理に込められた

．原いを却きき

「おせち」とは、もともと季節の変わり胃の節巳（せちにち）に食べた料理ですが、今
ではお正月に食べ早野祝いの料理をさします。それぞれの料翌には、新しい年がよい年
となるよう、古妻ざまな展いが込められています。

田作りは、菅、いわしを田の肥料こしたことから、
たたきごぼうは喜作になると飛んでくろ黒い息に
あやかり、．どちらも喜作を腐って食べられます。

轡攣
謂要言彗琵琶豊這遥芸芸こ慧

数の子、さといも、八つ頭は、どれも卵やい
もの敦が多いことから、子孫繁栄を願って食
′てられます。

・い・、冠逗
昆布巻きは．はるこぷ」、芽が出たくわいは「め
でたい」に通じ、れんこんはr先が見通せる」

ようにと周って食べられます．　　　　　　　　として食べられます。

亀
黒には度よけの力があるとされ、
■「まめ（元気）で写らせるようにJ
と慮って食べられます。

㌫料
たいはrめでたい」に通じ、えびは腰が曲が
るまで長生きできますようにと慮って食べら
れます．

「妄嵩すご簡有毒貰封≡ま甘）ち三夫羊搭査て入京ヌ三三二浦六暮室渚や存‾：
：いました。そのことを給食委員でまとめましたので、2月からの献立に取り‡
；入れる予定です。

和歌で親しもう

1年間病気をせず、無事
に暮らせることを祈って、

1月7日に「七草がゆ」を

食べます。この行事は古く

から行われ、七草の名前を

短歌の形に読み込んだ歌や、

七草描牟甲様子が百人一首
の中の光孝天皇の歌にも詠

まれています。
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冬は野菜が不足しますが、　　　示トケノザ

この春の七草は真っ先に芽を出す野菜です。今ではあまり食

べられなくなったものもありますが、すずなはかぶ、すずし

ろはだいこんの菅の名前です。また、なずなは「ぺんぺん草」
としても身近です。七草がゆにはお正月でごちそうを食べす

ぎたおなかを、滑イヒのよいおかゆで休ませる意味もあります。
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1月24日から1週間は「全国学校給食週間」です。学校給食が戦後多くの人の善意で
再スタートした意義を考え、その将来、そして教育における役割を考えるためのさまざま
な行事が全国貴地で行われます。
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健 や か で丈 夫 な 楓 正しく、栄壷バランスを み んな で協 力 し、
体づ く り 考えて食べる 楽 し く、な か よく ！

（健康の維持増進）

／1 ／ヽ

（望苦しい食習慣の形成）

紗

（社交性 牒綿低層請）
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命 の恵 み に感 謝 し 食 べ物 を 作 っ て くれ た 地域 に伝 わる 給 食 が
自然 を守 る 人 に賓謝 す る 昔 な が らの 味 を大切 に で 苦 るま で を知 る

（生命・自然への感謝と環境保全）

－、抑 r鯉ごてJ ＿二．

（勤労を重んずる態度） （伝統的な食文化への理解）　と1 ．　＿ヽす

l

（生産・流通・細 への理解）■

賛‾J

　 00寸■

※学校給食は・子ともたちが1日に必要な栄養量のおよそ3分の1、カルシウムやビタミン類に関しては
およそ2分の1をとることができるようになっています。

学 校 給 食 摂 取 基 準
エネ ルギ ー た ん ばく質 脂　 質 鉄　 分 カルシ ウム ビ　 タ　 ミ　 ン 食 塩 食 物 繊 維
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1 月　 平　 均 84 1 3 5 ．2 2 6 ．0 4 ，3 4 2 1 3 3 3 0 ．5 1 0 ．6 5 2 7 4 ．1 6．7

摂　 取　 基　 準 8 2 0 2 5 ～ 40 2 5 4 4 5 0 3 0 0 0 ．5 0 ．6 9 3 5 3 6．5
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